


















































































































彼災雌各県鍍育婆貰会 ﾚｽｷﾕｰ 雪鷺 所宥者等噂
立ち鍵拶1

































































































































































































































































































































































































































































































































































キツチンペー パー で段ボー ル(A4判)を挟み、
整形の際の表紙にする
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図画93津波被災紙サンプル分析結果
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有機物等（過マンガン酸カリウム#i!峨量）は、紙の塗［や印刷インキに起1大Iしているとも推定
されるが、今後の検討と分析によって照査したい。
この結果において、一般細菌・大腸菌群・有機物等・水銀・鉛・フッ素・塩化物イオン以外
の飲料での有害物質が基準値以下であることが明らかとなった。釜石市市庁舎地下文書庫で被
災した紙という限定されたサンプルではあるが、一部を除き有害物質が多く含まれていないこ
とが判明した。今後、さまざまな材質におよぼす影響の検証を行い、必要となる保存処置を判
断する指標としていきたい。
3）津波で被災した紙資料の生物劣化に関わる微生物群の調査
釜石市の被災文書の救助時において、赤く染色されたような円形の赤カビが多く観測された。
そのカビの検査を2011年6月に東京文化財研究所保存修復科学センター木川りか生物科学研究
室長・佐藤義!lll研究貝に分析を依噸.し、本研究でも継続して研究を進めている。その研究の成
果が2012年ll月に公開されたので、概略を紹介しておく。
「現地での微生物被害調査の結果、淡水による水損被害で一般的に見受けられる接合菌のよ
うな好湿性糸状菌の発生はほとんど認められなかった。これは海水に含まれる塩分によって一
般的な微生物の発生が抑制されたと推測される。しかし、一方で被災から時間が経つにつれ乾
燥が遅れたものを中心に微生物被害が進行した。このような微生物被害の大部分が黒色と赤色
の微生物に因るものであり、紙質文化財の津波被害では黒色・赤色微生物の発生が特徴的な劣
化様式であった。そこで黒色・赤色部分から紙試料を採集し、微生物の分離と同定を試みたと
ころ、黒色部分からは糸状菌スタキボトリス属菌が、赤色部分からは、放線菌ストレプトマイ
セス属菌かそれぞれ分離された。一般的にスタキボトリス属菌は、セルロース分解菌として知
られ、分離株はセルロースを唯一の栄養源とした培地においても有意に発育することが認めら
れた。また、塩濃度10％の培地や水分活性の低い培地においても発育することが明らかとなり、
海水や乾燥に対する適応能力が高いことが示唆された。またストレプトマイセス属分離株は、
セルロース分解能は認められなかったものの、有機物を含んだ培地に浸した紙試験片上で培養
すると赤色部位で認められたような赤色色素を生成することが確認された｡」18)
おわりに
昨年の3月11日を、私たち支援者は被災地で、被災文書のクリーニング作業をしながら迎え
た。この被災地でのレスキューという実体験の場には、多くの若い方々が参加してくださった。
災害救助にあたれる若い方々が育たなければと、人材育成を被災地で考え、協働しながら情報
を共有してきた。
これまでの活動を振り返ると、その特徴は、すでに記してきたように、公文書のなかに含ま
18）「文化財の微生物劣化とその対策屋外・屋内環境、および被災文化財の微生物劣化とその調査．
対策に関する最近のトピック（略称文化財の微生物劣化とその対策、第361ml文化財の保存およ
び修復に関する国際研究集会)」独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所発行(2012年11月
9日)。
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れる歴史資料の重要性とそれらを救助するためには、公文書を総体的に救助する必要があった
ということである。そして、被災自治体とともに私たち人間文化研究機構のような外部の団体
が協働したという意味・意義は大きかったかと思う。
2年目を迎えるにあたり、文化財レスキューの全体的な活動を総折するため、「被災文化財救
援活動について考える会語ろう1文化財レスキューー被災文化財等救援委員会公開討論会
一」（主催:東北地方太平洋沖地震被災文化財等救援委員会、2013年1月23日、2月4日､22日）
が開催される。ここでは、災害はいつ、どこで起こるかわからないとして、これからの広域大
災害に対処するには、被災地の外からの救援体制が必須である。今II1のレスキューでは、「文化
財等」と文言に含まれた広い意味での文化財を救うために、現在あるさまざまな枠組みを超え
た連携体制か組まれた。この経験を踏まえ、以下の内容に沿って、望ましい救援体制のあり方
について検討される。
l文化財のジャンルとレスキュー活動
・レスキューの対象（地域における文化財概念の広がり:参加組織の広がり)、レスキュー活動
の状況一想定内と想定外、その問題点と解決の取り組み
2技術一防災体制の効果と課題
・レスキュー開始前の防災体制、その効果（リスクマネジメント：免震・耐震等設備の向上：
技術的トレーニング)、その問題点と解決の取り組み
3技術一応急処i趾
・応急処置の実施内容と現場での要求内容、その効果（作業手順と技術の確立：科学的妥当性
と現場における現実的判断)、その問題点と解決の取り組み
4技術一保答環境
・被災資料の一時保管場所の環境条件、輸送後の環境整備状況、その問題点と解決の取り組み
5技術一活動記録と救出文化財データベース
・記録の作成とその内容（経験の蓄積：分析：伝承：資料価値をIul復するためのリスト)、今後
の記録の活用のあり方、その問題点と解決の取り組み
6人材一救出活動
・救助活動の具体的な人材構成、求められる救助活動の人材（専門的技術と判断力：人材の活
用；育成)、その問題点と解決の取り組み
7人材一マネジメント
・活動参加の立場、救助活動に求められるマネジメント、その間迦点と解決の取り組み
8体制
・被災地（県内の連携体制：行政：被災博物館・資料館等：個人所蔵者)、全国レベルの救援体
制（救援委員会の連携体制：各県との連携：文化庁等との連携）
上掲の項目は、今後繰り返し発生すると予想される自然・人的災害から資料を護り、被害が
生じた時の緊急対応について、有効な提言をまとめるに求められる内容である。今後、この項
目を念頭に、今後の被災資料の救助・復旧に有用な指針を改めてまとめたい。
なお、今後起こりうる災害に対しての緊急対応連携と相互救助支援システムを構築していく
必要がある。人間文化研究機構【1体が、被災をしたり、または内部において何らかの保存上の
問題が発生したときに、互いが支援しあって受援するという関係を機構内部のなかで構築する
－41－
IIKI文学研究資料館紀要アーカイブズ研究繍第9号（通巻第44号）
ことも重要である。
被災地の状況とそこでの活動を多くの方々に見つめてもうため､｢記憶をつなぐ－津波被害と
文化遺産一」展(IKI文学研究資料館、Ixl立民族学博物館、国立歴史民俗博物館との人間文化研
究機構連挑展示）を|淵催する。この展示は、文化遺産の復興に目をliりけ、私たちにとっての文
化遺産の意義を改めて兇直すとともに、その文化遺産を通じて、この地震・津波災害の記憶と
経験をいかに未来に継承し、次代の社会を築き上げていくのかを考える契機としたいと願う。
さらに、「大規模災脊と人間文化研究」－被災紙資料の保存と活用に関するソリューション研
究の報杵と人IIIj文化研究機構連携展示「記憶をつなぐ－津波被害と文化避産一」｜則迎事業とし
て、「東11本大震災から2年、津波被害と文化遺産」(2013年3月8IIII(I文学研究資料館）を企
画している。本報告会は、この2年間の活動について、歴史文化遺産の継承のための支援と社
会貢献のあり方を紹介し，広くその活動の意義を理解してもらうことをII的としている。
本稿における国文研の活動は、全体の枠組みの中での一部分でしかない。しかし、このよう
な活動を通して、アーカイブズそして歴史文化資源をいかに残していくための活動ができるか、
ということを考える素材のひとつとして、本稿をまとめた次第である。
釜石市は、2012年7月3111付（釜総発第194号)、「被災年度文苫の全保存」（平成23.3.11~
24.3.31）について、巾焚名での保存通知を発し、庁内IANの掲示板に褐戦している。被災自治
体として、被災の「あのH」を忘れないための記録保存の観点から、災害の記憶継承である
「被災年度文書の全保存」はその第一歩となるであろう。
被災地での支援とは、支援側のll的のものだけの救助では、現地の要望に応じられない。言
い換えれば、｜|的を達成するためには、被災地とともに歩みながら、寄り添う気持ちが大事で
あり、心胆のニーズを汲み取った活動を持続し、被災資料と添い寝するように過ごしていると
資料の変化に対処でき、このような経験は次の災害時に必ず活かせるものと痛感した。今後と
も、被災文書および「被災年度文書」の保存と活用のための支援調査研究に迩進していきたい。
これまでの活動の拠点であるIH釜石市第1中校舎の解体されて復興住宅に生まれ変わる。被
災文書は、「遠野物語」の民話の宝庫である釜石市橋野のlll橋野小学校（橋野高炉跡近く）に本
年1月に移動した。
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